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鹿児島県海域におけるハマトビウオの生物学的特性

立石 章治

要 約

ハマトビウオ( )は鹿児島県で漁獲されるトビウオ類の中で最も多く漁獲さCypselurus pinnatibarbatus japonicus

れており，特に熊毛海域の水産業にとって重要魚種の１つである。しかし，これまでハマトビウオに関する生物

学的知見が少ないため，その特性を把握するための基礎として漁獲状況や体長・体重組成，成熟等について調査

を行った。その結果，本種は主に熊毛海域～大隅半島東部～薩摩半島南部海域に来遊し，概ね水温 ℃以下に22

なると本格的に漁獲され，本種の産卵場とされる八丈島海域と同様に雄の出現率が高く，雌の 値(生殖腺重GSI

量魚体重＊ )は ～ 月に高い値を示すことから，鹿児島県海域に来遊するハマトビウオは産卵親魚群と考/ 100 2 4

えられた。

ハマトビウオはトビウオ科魚類の中で最大の種で

あり，大型の個体は全長 ，体重は を超500mm 750g

え，鹿児島県ではカクトビや大トビなどと呼ばれて

いる。

鹿児島県におけるトビウオ類の漁獲量は，農林水

産統計年報によると 年以降 トン前後で推1987 1,500

移しており，その間，全国のトビウオ漁獲量の ～14

％を占め，長崎県と並んで全国の１～２位の漁獲27

量である。また， 年に「かごしま旬の魚」 種1994 18

の「春の魚」の一つに選定されており，鹿児島県の

水産業で重要な魚種の１つとなっている。鹿児島県

海域に出現するトビウオ類は，主に県本土の定置網

漁業，熊毛海域や与論島で行われているロープ曳網

漁業，佐多地区や十島村のタモすくい網漁業で漁獲

されており，水揚げされるトビウオの種類も多彩で

ある 。１）

日本周辺には約 種類のトビウオ類が出現すると20

報告されており ，そのほとんどが鹿児島県海域で２）

見ることができる。中でもハマトビウオは県内で最

も多くの漁獲量を占め，トビウオ類の中でも最重要

種の１つである。しかしながら，ハマトビウオが本

格的に漁獲される海域は東京都伊豆諸島や鹿児島県

海域に限られており，生物学的特性に関する知見は

少ない。本調査は，出現状況や生物学的特性を明ら

かにし，資源管理の一助となすことを目的としてお

り，ここでは，これまでの調査で得られたハマトビ

ウオの生物学的特性について報告する。なお，本調

。査は(独)水産総合研究センターの委託事業で行った

材料及び方法

本県では， 年から那覇～鹿児島間の定期客船1999

「クイーンコーラル８」に超音波ドップラー流速計

及び水温計を取り付け，２日に１回の頻度で流速・

流向・海面水温の観測及びデータの収集を行ってお

り，その中から 年秋から 年春の屋久島御2007 2010

崎の海面水温データと屋久島漁協の水揚げデータか

ら水温と漁獲状況の関係を検討した。

また， 年 月から 年４月の期間に，種2008 12 2010

子島漁協，屋久島漁協及びかいゑい漁協で買い上げ

， ， ，たハマトビウオ 尾について全長 尾叉長 体重219

生殖腺重量を測定し，雌雄の比率，尾叉長組成，成

熟状況を把握した。なお，尾叉長組成については

のＵ検定を行い，雌雄の有意差を検証Mann-Whitney

した。

図１ サンプリング地点
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結 果

１ 水温と漁獲状況

年～ 年の屋久島漁協における本種の出2008 2010

現と屋久島御崎の水温データとの関係を見ると，主

たる漁期は ～４月でピークは３月であった。その12

間に観測された表層水温は概ね ℃以下で，最低水23

温は ℃であった(図２)。17.3

図２ 屋久島漁協のハマトビウオ漁獲量と水温

２ 雌雄の比率

種子島漁協と屋久島漁協では 年漁期及び2009

年漁期の雌の割合はそれぞれ ％， ％で2010 19.4 14.9

あった。一方， 年の漁期にかいゑい漁協の定置2010

網で漁獲された 尾について調査したところ，すべ12

て雄であった（表１ 。）
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また，種子島漁協ではハマトビウオを漁協職員の

見た目により“大“と”特大”の２つの銘柄に分け

83ており 今回の調査で種子島漁協で得られた 大， “ ”

尾と“特大” 尾の雌雄比を調査したところ“大”25

では雄が ％で雌はわずか であったが，一90.4 9.6%

方で“特大”では雌が ％を占めた(図３)。96.0

表１ 雌雄の割合

図３ 種子島漁協の銘柄“大“と”特大”の性比

３ 尾叉長・体重組成

図４ ハマトビウオの尾叉長組成及び体重組成

尾数 割合 尾数 割合

雄 75 80.6% 97 85.1%

雌 18 19.4% 17 14.9%

雄 － － 12 100%

雌 － － 0 0%
かいゑい

2009年漁期 2010年漁期
漁協

種子島＋屋久島

“大”

9.6%

90.4%

雄

雌

Ｎ＝８３

“特大”

96.0%

4.0%
Ｎ＝２５

雌

雄

0

10

20

30

40

320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420

割
合
（
％
）

雌　Ｎ＝３５

0

10

20

30

40

320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420

尾叉長（ｍｍ）

割
合
（
％
）

雄　Ｎ＝１８４

雌　Ｎ＝３５

0

10

20

30

40

250 300 350 400 450 500 550 600 650 700 750 800

割
合
（
％
）

雄　Ｎ＝１８４

0

10

20

30

40

250 300 350 400 450 500 550 600 650 700 750 800

体重（ｇ）

割
合
（％
）



- 3 -

鹿児島県海域におけるハマトビウオの生物学的特性鹿水技研報 ２, ,1-4,2011

Bull. Kagoshima Pref. Fish. Tec. Dev. Cen., ,1-4,2011＆ ２

種子島漁協，屋久島漁協及びかいゑい漁協で得ら

れた雄 尾，雌 尾の尾叉長による体長組成及び184 35

体重組成を示す(図４ 。）

平均尾叉長(最小～最大)及びモードは，雌は

388mm 345 412mm ,380mm 355mm 318（ ） ， （～ 台 雄は

～ ， 台で，雌の方が大きかった。ま387mm 350mm）

， ，た 平均体重(最小～最大)は雌で ( ～ )595g 370 790g

雄で ( ～ )で，平均体重においても雌の455g 323 688g

方が大きかった。

また，雌雄の尾叉長組成について有意差を検証し

たところ ＜ で有意差が認められ，尾叉長は雌p 0.01

が雄より大きい傾向がみられた。

４ ＧＳＩ値の推移

雌 尾，雄 尾の精密測定によって得られた35 184

値の推移を示す(図５ 。雌は ～ 月にも漁GSI 10 11）

獲されるが， 値は 以下と低く，成熟個体は見GSI 3

られなかった。しかし 月に入ると 値が高くな2 GSI

り， を超える個体も出現し， 月まで 値が高20 4 GSI

い個体が見られた。また，肉眼でも透明卵が確認さ

れる個体も見られた。一方，雄も同様に ～ 月10 11

， 。に漁獲されはじめるが 値は 以下と低かったGSI 2

しかし 月から 値は高くなりはじめ， 月から12 GSI 1

月にかけて 値が高くなる傾向が伺えた。3 GSI

図５ ＧＳＩ値の推移
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考 察

１ 水温と漁獲状況

屋久島近海で本種が漁獲される水温は概ね ～17

℃であった。小西・草刈 は，東京都八丈島近23 ３）

海で漁獲される本種の分布水温は概ね ～ ℃台17 22

と報告しており，本種の主漁期における周辺海域の

表層水温は八丈島近海とほぼ一致した。しかし，屋

久島では ～ 月の水温が ～ ℃の時期に少10 11 25 27

量だが漁獲が見られる。なぜ， ～ 月の高水温10 11

期に少量だけ漁獲されるのか，その要因については

今後検討が必要である。

２ 雌雄の比率及び尾叉長・体重組成

小西・草刈 によれば，伊豆諸島八丈島海域のハ４）

マトビウオの雌の割合は ～ ％と極めて低い10.0 22.0

と報告しており，鹿児島県海域に来遊する本種も雌

の割合は，八丈島海域と同様に雌の割合が低い結果

となった(表 )。1

また，米山 は，伊豆諸島鳥島付近で獲れる雄の５）

平均尾叉長は ，平均体重は ，八丈島付344mm 436g

近で獲れる雌の平均尾叉長は ，平均体重は389mm

であると報告しており，本県で獲れるハマトビ598g

ウオの平均尾叉長，平均体重は伊豆諸島の測定結果

とほぼ同様となり，雌が雄より大きい結果が得られ

た(表 )。2

表２ 伊豆諸島と鹿児島海域の尾叉長，体重の比較

３ 産卵生態

産卵期は，雌の 値が ～ 月にかけて高い値GSI 2 4

を示し，肉眼でも透明卵が確認できることから，鹿

児島県海域で漁獲されるハマトビウオは産卵親魚群

であり，そのピークは ～ 月と考えられた。2 4

本種の産卵行動について米山 は，八丈島近海５）

ではハマトビウオの未成熟の雌が沖合に待機し，成

熟の完了した個体が順次接岸し，待ちかまえている

雄と産卵行動を行うことを示唆している。また，一

丸 は，長崎県で漁獲される同じ 属のツ６） Cypselurus

クシトビウオ，ホソトビウオは産卵期になると雌雄

が別群となって行動し，雄は産卵海域となる沿岸域

雄 雌

平均尾叉長 平均体重 平均尾叉長 平均体重

（mm） （ｇ） （mm） （ｇ）

鳥島 344 436 八丈島 389 598

鹿児島 355 455 鹿児島 388 595
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に来遊した後は比較的近海で生息し，雌は沖合で成

熟した個体が順次，沿岸域に来遊し産卵終了後は直

ちに沖合に移動すると述べている。

本研究の結果，鹿児島県海域で漁獲されるハマト

ビウオは雄の比率が高く，八丈島近海と同様の傾向

が認められたこと，鹿児島県海域に来遊するハマト

ビウオは産卵親魚群であり，ツクシトビウオやホソ

，トビウオと同様に産卵期になると雌雄は別群となり

雌は成熟すると順次接岸して産卵行動を行うと考え

， ，られるが 漁獲方法が極めて沿岸域であることから

沖合域での雌の群を確認できていないため，産卵行

動については今後検討が必要である。
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